
 

 

 News Release 
2022 年 11 月 30 日 

各 位                                    株式会社 三十三銀行 

 

辻製油株式会社との「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」契約締結について 
 

株式会社三十三銀行（頭取：渡辺 三憲）は、持続可能な社会の実現に貢献することを狙いとして、辻

製油株式会社（社長：辻 威彦）と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（※）」契約を締結しました

のでお知らせいたします。 

本件の取り組みにあたっては、株式会社三十三総研（社長：一色 孝三）がインパクト分析・特定のう

え評価書を作成し、株式会社日本格付研究所がポジティブ・インパクト金融原則との適合性を確認しまし

た。今後も「三十三フィナンシャルグループＳＤＧｓ宣言」のもと、企業活動を通じてＳＤＧｓの達成に

貢献することで、持続可能な社会の実現に努めてまいります。 

（※） 企業活動が「社会・経済・環境」のいずれかに与えるインパクトを包括的に分析・特定し、ポジ

ティブインパクトが期待できる活動と、ネガティブインパクトを低減する活動を支援するもので、

借入人様によるＳＤＧｓ達成への貢献度合いを評価指標とし、借入人様から情報開示を受けながら

当行がその過程を定期的にモニタリングするものです。 

 

1. 融資概要 

(1) 契約日  2022年11月30日 

(2) 融資金額  100百万円 

(3) 期間  5年 

(4) 資金使途  運転資金 

2. 借入人概要 

(1) 企業名  辻製油株式会社 

(2) 所在地  三重県松阪市嬉野町新屋庄町565-1 

(3) 事業内容 植物油脂製造業 

 

当社は創業から75年、“辻製油にしかできない、辻製油だからこそできるもの

を。”というOnly Oneの精神のもと、新たなる商品と価値観の創造を目指し、取

り組みを進めてきた。近年は各種食用油やレシチン、機能性素材、天然香料など

の新商品に加え、再生可能エネルギーへの転換や地域資源の活用、アグリ事業の

展開など、「地域や農業の未来への提案」に継続して取り組んでいる植物油脂製

造業者である。 

   
（本社・本社工場）               （当社商品） 

(4) 従業員数  164名（2021年12月現在） 

(5) 資本金  30百万円 
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3. 特定インパクトと測定するＫＰＩ 

(1) 経済面・ 

社会面 

包摂的で健全な経済、雇用（ポジティブ） 

   

① ダイバーシティ経営 

・2027年までに、障がい者を新たに2名採用する 
(2022年10月現在の障がい者雇用者数：3名) 

(2) 経済面 経済収束（ポジティブ） 

 

① 持続可能なもうかる農林水産業の体制構築 

② 農畜産業活性化への貢献 

・2024年までに、アグリ事業の売上高を2021年度比35％増加

する 

(3) 社会面 食料、保健・衛生、雇用（ポジティブ） 

    

 

① 「美と健康そしておいしさ」に貢献する製品の開発と研究 

・2027年まで、特許出願を毎年1件以上行う 

(2022年11月現在の存続期間内の特許出願件数：46件) 

・2027年まで、産学連携の共同研究における学術論文を毎年 

1報発表、学会発表を2回行う 

(2019年～2021年の学術論文の発表数実績：8件) 

② 製品・サービスの安全性と品質の確保 

・2027年までに、本社第二工場でFSSC22000を取得する 

(2022年11月現在の品質安全保証に関する認証取得状況) 

ISO9001 東京事務所を除く全拠点 

 HACCP 本社第二工場 

 FSSC22000 松阪工場(一部) 

③ 健康経営 

・2025年までに、従業員の健康保持・増進に取り組み、「健康

経営優良法人」に認定される 

保健・衛生、雇用（ネガティブ） 

    

 

① 職場の安全管理 

・1日以上の休業を要する労働災害0件を毎年達成する 

(2018年～2021年：0件、2022年：1件発生) 

② ワークライフバランスの推進 

・2025年までに、厚生労働省が仕事と子育ての両立支援に取

り組んでいる「子育てサポート企業」を認定する制度「く

るみん」を取得する 

(4)環境面 資源効率・安全性、気候、廃棄物（ネガティブ） 

    

 

① 温室効果ガス排出量の削減に向けた取り組み 

・2027年までに、保有する車両を100％HV・EVとする 

(2021年度実績：58.3％) 

・2023年度を目途に本社工場、2025年度を目途に全工場の温

室効果ガス排出量の算定を開始し、削減目標を設定する 

② 未利用資源のアップサイクル 

・2027年まで、未利用資源を活用して毎年2件の製品化・商品

化に取り組む 

③ DXの推進 

・2027年までに、紙使用量を2021年度比30％削減する 
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4. お問い合わせ先 

 (1) 三十三銀行 

 担当部署  ソリューション営業部 

 担当者 前澤 

 連絡先 059-354-7144 

 (2) 三十三総研 

担当部署  調査部  コンサルティング部 

 担当者 佐藤  福井 

 連絡先 059-354-7102  059-351-7417 

以 上 
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